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注意事項 
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はじめに 

 

SystemVerilog 言語仕様の改訂版が，2024 年 2 月 28 日に IEEE Std 1800-2023（以下、改訂版ま

たは LRM と略称）として公開されました。本資料は、前仕様（IEEE Std 1800-2017）との差

異を要約した資料です。本資料には改訂版で追加された機能の要約も含まれていますが、追

加された機能の解説書ではありません。 

 

多くの人が先ず疑問に思うのは、「以前の仕様との言語上の差異」だと思います。従来と同

様に、今回の改訂版は以下のような改良を含んでいます。 

 

 前仕様書における誤りの訂正 

 誤解し易い仕様に対する補足説明 

 拡張された機能と追加された機能の説明 

 

しかし、従来と異なり、今回の改訂版には機能的な拡張と追加は僅かしか含まれていません。

この点において、今回の改訂が既存のユーザに大きな影響をもたらす事が無いのは確実です。

しかし、一方、どのような機能が拡張され、または追加されたかを知るためには改訂版の隅

から隅までを注意深く読まなければなりません。膨大な LRMのうち僅か十数ページのために

多大の努力を費やさなければならないのは苦痛であると共に生産的であるとは言えません。

本資料は、そのような負担を軽減するために準備されました。十分な時間が無いにもかかわ

らず業務を遂行する上で一通り LRMに目を通さなければならない実務者に最適な資料です。 

 

前仕様書の誤りの訂正に関しては、改訂版を比較しなければ相違を見出す事ができませんが、

訂正された内容で注目に値する内容に関しては本資料で詳しく解説しています。したがって、

本資料を精読する事は、前仕様書の曖昧性から生じる誤解を解消する機会となります。例え

ば、改訂版では、クロッキングイベントとクロッキングブロックイベントの相違を明確にし

ていますが、本資料でもその意図をくみ取り念入りな解説を提供しています。 

 

誤解し易い機能の説明に関しても同様に、前仕様書と比較しながら読まなければわからない

のですが、本資料では、どのような説明が補足されているかを分かり易く報告しています。 

 

機能の拡張と新機能の追加に関しては、LRM を熟読する事により理解する事ができますが、

本資料でも機能概要を解説しています。したがって、本資料を精読すれば、前仕様を理解し

ている読者は LRM の全容を把握する事ができます。 

 

本資料では、特に顕著な差異を中心に纏めてあります。意味上の変化が認められない差異に

関しては報告していません。例えば、IEEE Std 1800-2023 では太文字に変化している表現があ

りますが差異として報告をしていません。また、改訂版の Part 3 と Part 4 は調査対象外です。 

 

最後に、調査結果が完全である保証はありませんが、殆どの重要な差異を網羅していると確

信しています。なお、細心の注意を払い調査をしましたが、理解が不十分な仕様があるかも

知れません。本資料で理解し難い解説があれば、LRM を紐解いて下さい。 

 

アートグラフィックス 

篠塚一也 
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